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・第2次大仙市総合計画（後期実施計画）
・第2期大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略
・大仙市過疎地域持続的発展計画
・第2次大仙市環境基本計画 ほか

【予定】
大仙市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

豊かな自然を背景に、国内有数の穀倉地帯が形成され、食や歴史、
文化など豊富な地域資源を有する田園交流都市。合併以来、地域
の維持・発展に向けた素地が形づくられてきたものの、最優先課題
である人口減少・少子高齢化をはじめ、多くの課題を抱える「課題先
進地」となっている。

・人口減少・少子高齢化が全国よりも速いスピードで
進行する本市は、様々な先進課題に直面し、将来の
地方都市の縮図である。

・取組内容はいずれも現実的で、持続可能なまちづく
りに不可欠なものであり、共通する課題を抱える都市
への普及展開性が高い。

・秋田県SDGｓパートナーと連携を図ることで、
県全体への普及展開が期待できる。
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2030年のあるべき姿

2030年のあるべき姿の
実現に向けた優先的な

ゴール・ターゲット

情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映

・特別職や市幹部職員で構成する庁議を推進本部と
して位置づけ、市長の強いコミットメントのもと、各部
局が主体的かつ全庁横断的に取組を推進。

・総合計画や総合戦略との一体的な推進を図るため、
各部局との調整等は総合政策課で実施。

・大仙市総合戦略推進会議と連携を図る。

行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

【秋田県SDGｓパートナー登録制度の活用】
秋田県では、ＳＤＧｓの取組を実施している企業・団体を「見える化」し、官民一体となってＳＤＧｓを原動力とした持続可能な地域社会の実現
を図るため、登録制度を創設している。本制度を活用し、県全体の多様な主体とのパートナーシップを構築しながら、持続可能なまちづくりを
加速させるとともに、オール秋田の一員としてＳＤＧｓの推進に貢献していく。

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

大仙市SDGs未来都市計画 全体計画概要
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市広報やホームページ、SNS、FMはなび等に
よる周知。中学生サミットによる若い世代から
の発信。秋田県SDGｓパートナーとの連携。

SDGｓ官民連携プラットフォーム、SDGs日本モ
デル宣言、協定締結企業との連携による周知

友好交流都市（韓国唐津市）との交流
大曲青年会議所と連携した台湾との交流

域内外

国内
自治体

市民、地域協議会、秋田県ＳＤＧｓパート
ナー、商工団体等、学校、大学、金融機
関、連携協定企業・団体等

秋田県、仙北市、美郷町、
交流都市（座間市、宮古市、宮崎市）

交流都市（韓国唐津市）海 外

だいせんSEDの推進、農業と食の活性化、
地域資源を活用したツーリズムの推進

出会い・結婚・出産・子育て支援、デジタル
トランスフォーメーションの推進、健幸で安心
なまちづくり、人材育成、市民の活躍促進

カーボンニュートラルの推進、豊かな森づくり
の推進、災害に強いまちづくり

環境

地域資源を活かした魅力ある産業が育まれ 多様な人材が活躍する活力にあふれるまち

若者が躍動し市民一人ひとりがいきいきと輝き 健幸に安心して暮らせるまち

豊かな自然が守り継がれ誰もが安全・安心に暮らせる 人と環境にやさしいまち

社会

経済

計画全体のタイトル

SDGｓを原動力に、経済・社会・環境の三側面において全体最適化を図りながら、ウィズコロナ・ポストコロナにも対応可能な社会を再構築し、地域の全ての主体が責
任と誇りを持ち、人だけでなく、地域や自然環境など、全ての要素が取り残されることのない市の隅々まで元気な「Well-beingにあふれる持続可能なまち」 を形成する。

概要

Well-beingにあふれ 未来に向けて持続発展する 田園交流都市だいせん

※Well-being…身体的、精神的、社会的にすべてが満たされた状態。多面的・持続的な幸福。 ※SED…Sustainable Economic Development（経済の持続的発展）

課題先進地の挑戦 Well-beingにあふれる持続可能なまち
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●だいせんＳＥＤプロジェクトの推進

●再生可能エネルギーの導入促進

●地域ゼロエミッションの推進

課題 ： 地域経済産業の持続的発展
地域資源の有効活用

課題 ： カーボンニュートラルの推進

持続的好循環による

●若者の活躍・定住に向けた仕組みと環境づくり
夢や希望の実現へ！若者チャレンジ応援プロジェクト

● Well-beingの土台となる健幸づくりの推進
全国初！全市民を対象とした健幸まちづくりプロジェクト
スポーツを起点にした市民の健幸づくりとツーリズム

●ＳＤＧｓ実現に向けたひとづくり・まちづくりの推進
彩色千輪プロジェクト、学校教育・生涯学習

●子育てに安心と喜びを感じられる環境づくり

課題 ： 若者・子育て世代の定住促進
健康増進・健康寿命の延伸
デジタル化の加速

相乗効果（社会→経済）
健康経営による人材の確保と生産性の向上

相乗効果（経済→社会）
雇用創出と若者の起業増による移住・定住の促進

相乗効果（環境→経済）
企業価値や魅力の向上による、
新たなビジネスチャンスの創出

相乗効果（経済→環境）
意識や行動変容による

脱炭素・循環型社会の形成

環境

経済 社会

取組名 ： 未来に向けて持続発展するWell-being創造プロジェクト

取組内容の概要 ： 課題先進地である本市において、ＳＤＧｓを原動力に、若者の定住・活躍や健幸づくりをはじめとするヒューマン・デジタル・グリーン
に重点を置いた経済・社会・環境の三側面にわたる取組を推進し、全国の地域課題の解決にもつながる地方創生の実現を図り、
「市全体のWell-beingの創生」と「持続発展可能なまちづくり」を目指す。

大仙市SDGs未来都市計画 特に注力する先導的取組概要

ヒューマン・デジタル・グリーン
ヒューマン

デジタル

地元企業等の持続的発展に向けた支援
きめ細かい起業支援の充実 子育てに関する経済的不安の解消

子どもが安心して遊べる場の充実

太陽光発電、小水力発電、バイオマス

二酸化炭素排出量の削減
循環型社会の実現

持続的好循環によるWell-being創生事業

三側面をつなぐ統合的取組

グリーン

企業誘致の強化と企業団地の整備
新たなビジネスモデルの展開促進

●時流を捉えた企業の集積と
新しい働き方の推進

※SED（経済の持続的発展）
…Sustainable Economic Development

デジタル技術の積極導入
マイナンバーカードの利活用促進

●スマート自治体に向けたＤＸの推進

相乗効果（社会→環境）
歩行機会の増加に伴う車移動

の抑制・CO2排出量の削減

相乗効果（環境→社会）
環境意識の醸成、地域の魅力向上

による愛郷心の育成と定住促進


